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A 児に とっ て の ふ さわ しい 幼稚園生活

　　　多田 琴子

（姫路市立豊富幼稚園）

1　 はじめ に

　幼稚園教育要領 の 中 で、幼 稚 園 教育の 基本と して 、

環境 を構成す る教師ぽ、幼児たとっ て の 「ふ さわ しい

生 活」 を 「安定 レた 情緒の 下 で 自己 を十分発揮す る こ

と に よ り」 保 障 い く こ とが 求 め られて い る。
ω

　5 歳児 は、個 人 差を考慮 して も、自我 の 形 成が あ る

程 度 な され 、
’
自他 認 知を 繰 り返 し体験 しなが ら、集団

の 中の 自分 をっ く りつ つ あ る。

　しか し、幼児を取 り巻 く環境 は、年 ft複雑 にな り、

幼児 を育て て い くに は 様 々 に 困 難 な状 況 が あ る。一
っ

に は、家庭 が子 どもを育て て い く機能 を失い か けて い

る た め 、 幼い 頃 か
’
ら社会化、集団化 を求 め られ る環境

へ 追 い 込 まれ る状況が ある。二 つ 目に は 、 保育所 及 び

幼稚 園にお い て、真 に 「幼児 にふ さわ しい 生 活 亅 を支

え る環 境の 構成がなされて い ない 諸問題が あ る。

三 つ 目に、防犯 的課 題 に よ り、地域社 会 の 教育力 を取

り込 む手 だ て も講 じに く くな り、安心 して 幼児の 生活

の 場 を 開放す る こ とが で き に くい 現 状 が あ る。
（2］

　本稿 で は、園児 20 人 の 小 規模園 に お ける、幼児 自

らが大切 に され て い る と実 感 で き る学級づ く り に 取 り

組 ん でい る実践 の 中か ら、A 児 に焦 点 を あて て、問 題

行 動 を と る幼児 に とっ て の 「ふ さわ しい 幼稚 園生 活 」

を探りたい 。

ll 研 究の 方法

　本研 究 は、兵 庫 県 姫路市立 T 幼稚園の 実践を 基 に 、

A 児 の 行動 と教師 の か か わ り、保護者の 変容 か ら、問

題行 動 を とるA に とっ て の 「ふ さわ しい 幼稚園生 活」

を探 る。ま た、実 践を 進 め る 中で、担任が 選択 した 手

だ て の 矛盾 と課題 を 整理 す る もの で あ る。

1、）実践園 の 概 要

　姫路市 北 部 に位置 し、1 学年、1 学級、専任園長 1

名、担任 1名、用務員 1 名の 公 立 幼稚 園

　園児数は、男児 12名、女児 8名、計 20名。同
一

保

育所か らの 16 名 は、様 々 な意味にお い て 友達関係 を

築い て 入 園 して きた 6 ま た、様 々 な生活環壌 の 影響を

幼児が 受 けて い る。

2 ） A 児の 背 景

O 家族構 成 ：父 、母 、A 児、妹 （保育所）、父 の 叔 父

○ 生 後 1 歳 半 まで は 主 に 祖 母 に 養育 され る。そ の 後 保

　育所 に入 所 、 5歳児 に な り本園に 入 園。

O 夜間 は、父 親、母親 の 仕 事 の 関 係か ら、主に 父 親の

　叔父 と過 ご す こ と が 多い 。

○ 園生 活 に必 要 な用具等 に つ い て は 、送迎時 に 保護者

　 に声 掛 け を必 要 とす る．

皿　実践の 経過

　 A 児の 行動の 記録 よ り抜粋 して 、時 系列 に よ る A 児

の 行動の 把握か ら析出 した 「ふ さわ しい 生 活 亅 と 「矛

盾 と課題」 を （表 1 ） として 整理 した。詳 しい 実践事

例及 び 行動 の 読 み と り資料は、当 日配 布 した い 。

rv 析出 され たA 児 にとっ て のふ さわ しい 幼稚園生活

1）A 児及 び 他 の 幼 児 の 感 情 を 言 語 化 して、多 角 的 自他

　認 知 を進 め る。
t3，

2）A 児が安定 して 遊べ る場を 確保す る。

3）幼稚園の 職員が、どの よ うな 場合で も、真剣 に A 児

　 とか か わ っ て い る こ と をA 児自身 が 認識 で き る よ う

　 に す る。

4）A 児 と交 わ した 約 束 を守 る。

5）トラ ブ ル 後、A 児 との 話 し合い に お い て、行為 につ

　 い て は 規制 して も、必ず A 児 が 好きで あ る と伝 え る。

6）A 児 が 集 団 括 動 に入 らない 場 合は 、待 っ て い る こ と

　を知 らせ 、集団 に 戻 っ て き た と き は、温 か く迎え る。

7）A 児が 友達や教師 の か か わ りを受 け止 め に くい 場 合

　 も、友達や 教師の 気 持 ち を伝 え続け る。

8）教師は A 児の 自己抑制力が 引き出 され る ま で根気 よ

　 く語 りか け続け る。

V 　析出された矛盾と課題

1）A 児の あ りの ままを受け 入れ るこ と と、A 児 の 社会

　化を促す こ と。

2）A 児 の 行 動 を、受 け 入れ る べ き 自己 主 張 とす る か 、

　 我 が儘 な 行 為 と して 制止 する か 。

3）A 児 に 対 す る 担任の 手 だ て の 妥当 性。

4）A 児の 行 為 を他 の 幼 児 に意 味 づ け る と き、他 の 幼 児

　 の 自己 抑制に つ な が っ て い る か ど うか。
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（表 1 ）
．tt．
．必 時系 列によ を A 児の 行 動の把握か ち析 出 した 「ふ さわ．しい 生活 1

’
：
’
ど
tt「矛 盾 と課 題 」

月 A 児の 行 動 他児 の 反 応 教師の か か わ り 保謹 者の 様子 整理 した こ と

4 ・自分 の 気 に 入 らな い こ と が あ る と、相手 ．・なぜ
．
A 児 に 追 い か　　　r

　　「・A 児 を抱 き 留め 、経
・
送迎 は 父 の 叔 父 が ・

気 持 ちや 経 緯 を

を追い か ける。 け られ て い る の か 聞 緯 を双 方 に 聞 くと 同時 行 い 、保 護 者の 漿 育　　　　　　　． 言 葉 に 表 現 で きな
　　　　　　 TL　　　　　　　　　　　　　　　　　F
’大人

摯戟
よ う・と町

る
・ ．、　 ．

　　　　　　　F
く と rA 児 が 悪い 」　．， ．r ．に テれ ぞ 為の 思 い を代

　、　　　　　　1
に 対 す る 姿 勢が 伝 ウ胃
　　　　　　　　唱「　　　　　　　　　　　　　　．　　　．

　　　 ．
し吻児 が 多い 。．．

．・手洗 い や歯 磨 きな どをは じめ るど、延 々 と言 う。 弁 して 伝 え る．
　　　　　　．
っ て こ ない 。 （IV− 1 ）

と水遊 び をす る。止 め ると水 を掛けた り迫　　　　　　　　　　　一　．　、 卜
　　 　　 」

・「も っ た い ない 」 と
1F 　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　」

い かけた りする。・
．

水を止 め る。αV − 3 ） 厂

5 ・出席停 止で
一

週間 欠席。その 後 足の 骨折　　　　　　　　　　　　　　　　齟　　　　　　　　　F
・A 児 が 欠 席す る　　’．

・肯定的に受け止 め た　　　1 ・
母親 の 送迎 を促 す

・A 児 が
一

人 遊 び
　　　　　　　　　F
で ギブ ス を して 登園。A 児 の遊 びの 揚 はブ　「 1

　　1
と、学 級 全体 が 落 ち A 児の 姿を保護者 に伝 こ とで 、幼稚 園 で の を す る と、学 級 は　　　　　　　幽

ロ ッ・ク遊 び を中心 と した保 育室 に偏 っ た。 着 い た 雰 囲気 にな っ える。 様子 を伝 え るこ とが 落 ち着 く が、IA 児− 1．． 幽 ．

「馳 、．　　　　　　　　　　　 ・　　　（W − 2） た 。． ・A 児 の 遊び の 場 が 固 で きる よ う
．
に な

．
る。1

．
　　　　　　． の 社会 化 は進 ま な

．・A 児 の 情緒 の 比 較 的安 定 し た 日々 が 続 定 した こ とで 、他の 幼
・父 親 と の 登 園が 多 し♪。　 　 （V − 1 ）

く。

．
　　　 ． 児一人 一人 に か か わ る くな る。

．， 　　．　　F Fヒ 時間 が もて る よ う に な
　卩． 「． −

．1　　　　　　
層　　F っ た。

脚．　　F 「

6
　「
・自由 な遊かの 時間 は 、

．
中 学生や他児 の 母 ・A 児 が 作 っ た 段ボ ・母 親 か ら生 育歴 や

　　　」
・A 児 は 、’か かわ．　 1

親を独 り 占あに しな がら、
．
電車 ご っ こ を し

一ル の電 車 に乗 せて
　　　　P
家庭 環 境 に つ い て話 っ て くれ る大人 （ト　　L

’
て機 嫌良 く遊ぶ 』

’』
も らっ て 遊 ぶ。

　　　　　　．
・
音楽会に 向けて 学級 を聞 く。　

．
ライ や るの 中学生、

　　 馳
・
春 児 が 「嫌 な こづ た」先生の 意 地悪」 を
　　　． 」

活 動の 時間 が多 くな る
． 　　　．

他 児 の 母 親 〉 に 依
． 層

運発 。持 ち 物の 始末巻しない ．水道栓 全開、
唱
　． と、A 児 を規制 する こ F 存 す る こ

．
とで 遊 び

層
水道 の ホ 〒

ス で 水 ま き、保 育室 に 入 らない
　．卩 とが 多 くな っ た。 國 ・を継続 させ る。　」

馳 で遊尋　　　　　　　
．。（1V− 6 ・V − 2 ） 噛 （】V − 6 ・V − 2 ）　　i ．、 　 　 αV− 2｝圏

7 ・七 夕 の集い に A 児 の 保護者は 欠席。「お ・学緞活 動で は 、つ ・安 全指導 を し嫡 ら コ
「学 校 で 袴子 に 座 ．・．母親 が 来 な．か っ

L 母 さん まだ．？
．
」 と待ち続ける 。目 られ て ふ ざけ る 幼 児 もA 児 とだけの 時間 を れ な か っ た ら ど う

．
し た こ

’
とで 、自己 存

・．プール では 、．プール ザ イ ドを走 6 た り．飛 は 少 な く．なった。 とる。
． よ う亅 母親 と しで の 在 の 不確 か ．さを A．

ぴ込 ん だ りする。．．．
1 　　　1・

　　 　　 （V − 4） （W − 5｝ 不安 を 口に する。
　 　

．
　　　　　　　 1．　　　 　　．

児ぽ喋 わっ てい る。
．

9
　　　　　 1
・他 児を挑発 して 水 を掛 け させ 、掛け たと 、・A 児 の 挑 堯 に 乗

・A 児の 作 っ た プ ロ シ
・
肯 定的 に 話 しか け

・
教 師 が 選 択 した

」「．　　　　　　　　1． ，　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　， ．
言 っ て 追 い が ける 。

’
　　　　　　　

『
り、か らか

1
う幼児が ク作品を担任が譲 して

　．　　　　　　　　層
る園長 か らの 励 ま し

　　　　　　　1
手 だ

．
て の 妥当性 に．　　　　　　　　　　　　　　　　「’・

ブ 白 ッ ク を独 占使 用 し、さらに 、友達の
　　　　　　　　　　 1

ブ ロ ッ ク作 品 を壊 す。

い る。　　　」 みせ る。　　　　　　
・

　　　　　　　．ミ
　 （1V   7 ・V − 3）

　　　　　　．
や伝 避 心 地 よ．く受　　　「　　　　　　　　齟「　　 1

け止 め る。
．

つ いて ゐ矛盾 。
’

　 　 　 ．くV − 3 ）

ll
　　　．
・祭 り御輿 の制 作を喜び続 ける。幽 ．． F．
　 　 　 　 　 　 　 　 　

．、、　　　　　り
・御輿 を担 ぐ窒全性に 欠 ける p

　　　　  　　　　尸・同 じ幼 児 がA 児 と

の ト ラ ブ ル を 起 こ

・A 児の 得 意な活動 を

孛級で 紹介 し．それぞ

　「　　　　　　 ．
・prA 清掃に 父 親が
　　 噛
参 加す る。．　．

　」
・A 児 な り

「
に 自分

の 行 為 を、い け な　．　　　．
噛 ラブ〜

レを 1お 母 夸ん に 帥 ん や
’て j，　 ． L

す。 れの 幼児の よさを分か　　　　 ．」 　　 層」． い 行 為 だ と認 識 し

と言 う。．　　　　　　　　　　 αV 尸．4 ）　　　　　　　．．． ち合 う．場 をもつ 。　 ・ ．馳 て い る。．，αv − 5 ）

Il ．・、．学級活邸に お い て 、興味ρ）ない 活動や
∵

2A 児の 行動 に 左 右 ・無理には学級 活動 に ・母 親の 子 育て に対 尸．A 児 の 行 動 と教」
L1

で きない と感 じた活動に は参力q
噛
しない。 ・

され る幼児が 少 な く 誘わず、体験 させ たい す る気持 ち が 行 動 に 師 の か か わ りを 学　　　　　　 ．

，炉．
　　．』
2　　　　　　 ．！　

’
　　　　 （V − 2 ）卜 ． な っ た ♂：1、 活 動 ま個 別 指 導 をす 現れ 始め る。

．
、』・． 級 の 幼 児 は 見て い

1」ち 、　　 u1
官
　 ：

』
　 7．　　　　 ．．　　 、

　 　 「．．．1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ． る 。
．

　　　　 ．．
るロ

「．・．（V 」 4）

12
　　　　　　　　． 「
・
友 達を 交え て トラ ブル の 話し 合い を し、； ・言葉 で 経 緯や気 拵

　　　　「
・A 児 と トラブル を起

　　　　．
・父 親がら連 絡 帳 に

．・．語 り続 け る こ と

自分 の 言 い 分を言 い 、友 違の 言 い 分 を聞 く ちを話 せ る よ うに な
・三
．
す幼児の 自己拗制 力

　　　　　　．．． F　　　　　　　 P
便 りが届 く。　

噛 ．
の 重要性。一

　
．
　

．
．　・；「　’． 贐　 ．1　　　　　　　　　　　　　 ． ．． 卩 」

こ とが で きた。 っ て き齢
　　　　1
を促 す。

「 ．
　　 （】V − 8）

．

　
　
．　　，

−
　　°湘．蝉 懲

く  嘩   曽
｝

塀
ぎ、担任 に怒 っ て い る様子 を見せ に来 る1

・なぜ五 児が 怒 る の

．．’　 ・．1
．・…　　 ．鹽

か 灌解 しは じめ た 。

噴 児あ錨 ち を劉　　　　　　　．　　 r　．　　　　　　」
止 あ、抱き し める。

．’
快 婦揃 ρ で個人 租

　 　 、　 　 　 　 　 L 　 　 〜 ．卩
　　　　　　　　　　　　　　 鮨　 ．b　 p

談会に 来 る。

　　　．． r・’A 児を ま
．
る ご と

　
・
μ 　 　 ．．．

．亀「．」
受け 入 れ る こ と の

重要 性。αV − 5 ＞
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